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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，病院情報システムを利用した医療ビッグデータを基に良質な看護を
提供するための病棟マネジメントを支援するシステム基盤を構築して，看護スタッフの業務量を可視化し，業務
管理における有効活用度の向上に資する統計的方法を検討することである。
診療情報の標準的インターフェースによるシステム基盤構築と業務量を時間量としての観測変数と観測できない
潜在変数に分離した共分散構造分析（SEM）による業務量推計モデルを開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to build a system infrastructure that 
supports ward management to provide high-quality nursing based on medical big data using a hospital 
information system, visualize the workload of nursing staff, and manage the workload. To study 
statistical methods that contribute to the improvement of effective utilization.
We have constructed a system infrastructure based on a standard interface of medical information and
 a work volume estimation model by structural equation modeling (SEM) that separates work volume 
into observation variables as time quantities and latent variables that cannot be observed.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療ICT を駆使して、業務量を計測，可視化，蓄積，定量化推計モデルで構成し、その評価までを一連のシステ
ムとして構築されているのが本研究の特色である。また，Real World Data活用とも深く関連があり，医療にお
ける新たなサービスを算出するものとして意義のある研究であり，標準化・相互運用性に向けた社会システムへ
の発展にも寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
将来にわたり質の高い医療サービスを受けるためには、医療分野の勤務環境の改善により、医

療に携わる人材の定着・育成を図ることが重要である。これを受けて病院スタッフの「雇用の質」
を上げる取組みが医療政策の中で進められてきた。その目指すべき姿は、勤務環境の現状を確認
し、取り組むべき改善事項を決定し、実施するという自主的な勤務環境改善活動を促進するシス
テムであり，現場レベルで実践可能なマネジメント支援基盤は待望されている。ただ、病院経営
の経済的効率を優先させるのではなく、医師や看護師など高度専門職で構成された病院スタッ
フの雇用の質を上げていく為には，人的資源を適正に活用する方策が重要になってくる。そのた
めには，大多数を占め病院運営の要となる病棟看護スタッフの業務量の把握は必要不可欠であ
る。 
 一方，病院情報システムの発展により診療業務の支援機能に寄与するばかりでなく，患者の診
療情報に関連した膨大な蓄積された医療情報データを利活用して，経営分析やアウトカム評価
を行い，その結果を基盤とする戦略的病院経営の動向となってきている。また，病院内の医療従
事者の業務は病院情報システムによって統合されているといえる。各専門職種への依頼事項お
よび結果がオーダリング情報という形で伝達され，業務の効率化に寄与している。ところが，こ
れらの情報には各専門職種の業務量が間接的に含まれているにも関わらず，この情報を利用し
て医療従事者の適正配置に寄与するという試みはこれまでなされていなかった。 
そこで病院情報システムからの診療情報を利用して業務量測定のための情報から定量化された
看護業務量の提示が可能であることを確認した。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、病院情報システムを利用した病棟マネジメントを支援するシステム基盤を

構築して，看護スタッフの業務量を可視化し，業務の改善に資する統計的手法を開発することで
ある。 
 
 
３．研究の方法 
（１）病棟マネジメントを支援するシステム基盤構築 

① 看護ケア配分管理システム開発・・・適切な業務量の配分管理 
パイロットスタディとして，所属病院での病棟看護業務量の試行版「看護ケア配分管理システ
ム」の構築を行った。病棟では‘業務量計算シート’と呼ばれる業務内容をリストアップした
用紙に，担当者の能力を考慮しながら所要時間を見積り，実測時間の増減と予定勤務終了時刻
と実際終了時刻の記入をする，という手順で日々の業務の調整ツールとして運用している。こ
の現行の紙ベースの集計をシステム化することで効率化を図り，業務量の可視化した看護業
務管理ツールを開発した。（業務現状調査・試行システム） 

対象病棟で 1 週間の評価実験を行った結果，操作性や表示機能の拡張など改修案が出され
た。これを基に業務量管理ツールのアプリケーション開発を行う。 

② 医療情報システム連携と標準化規格対応による汎用化実装 
システム構築のデータベース構造を設計していく中で，集計値が多施設ベンチマーク可能

にするために病院固有で使っている看護業務項目マスタを標準化された看護行為分類へマッ
ピング作業を行う。 
多施設利用を可能とするため，連携した医療情報の項目を標準化規格へのマッピング作業

を行う。 
 

（２）業務量推計モデルの開発 
① 業務量推計のための影響を及ぼす要因分析 
パイロットスタディデータで探索的に業務量推計モデル作成のための多変量解析を行った

結果を用いて，共分散構造分析での因子分析を行う。 
② 業務量推計モデルの確立 
集積されたデータをもとに業務量を定量化する。業務内容と臨床実践能力,患者の状態，所

要時間等の関係性を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
（１）システム基盤の開発 
 パイロットスタディとして病棟マネジメントを支援するツール、病棟看護師に対し、１日の勤
務スタッフの業務量を予測し、個人やチーム間で調整して勤務時間内に終了できるよう業務を
配分管理する NCAM （Nursing Care Assignment Management）システムを開発した。（図１）本
研究では、さらに病院固有で使っている看護業務項目マスタを標準化された看護行為分類への
マッピング（図２）を行うことで、多施設ベンチマークが可能なインターフェースの開発ができ
た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：NCAM システムから業務時間登録画面   図２：業務リストと業務区分の標準化 
 
 
（２）業務量推計モデルの開発 
集積データから業務内容と臨床実践能力,患者の状態，業務所要時間の関係性を明らかにする

ために業務量を定量化した（図３）。 
チームを構成するスタッフの実践能力と業務所

要時間の関連について Spearman の順位相関による
負の相関が認められた。(r= .351, p< .001) 
また、患者重症度と業務所要時間の関連について

は、看護必要度の重症度分類による患者受持ち有無
の担当間での比較において、Mnn-Whitney の U 検定
により有意差が認められた。(p< .005) 
 
業務量に影響を及ぼす要因を見つけだすための

探索的因子分析を行い，業務量の時間量としての
観測変数と観測できない実践能力（チーム力）と
患者状態について潜在変数を用いた共分散構造分
析（SEM:  structural equation modeling）を行った。 
患者状態への潜在因子には，観測因子である看護必要度と ADL（日常生活動作），実践能力に

はスタッフ能力を示すラダー評価と経験年数とチーム構成メンバー数，業務量には業務時間と
超過勤務時間による因果関係を示した。因子間の相関係数パス係数とモデルの適合度指標を算
出しながら SEM による最適モデルを導出した。 
SEM の結果から、「患者状態」と「業務量」には相関がみられ、重症患者ほど業務量に影響を及

ぼしていることが確認できた。「患者状態」には、看護必要度の評価が強く影響を及ぼしており、
「実践能力」と「業務量」には、負の相関がみられ「実践能力」が高いほど、業務量は少なくな
っていることを示した。また、5%水準で有意である推定値（標準化推定値）が得られ、適合度指
標（GFI=0.96 AGFI=0.91 AIC=41.8 CFI=1.00）においても充分な適合を示した。 
「患者状態」や「実践能力」といった抽象的因子も計測可能な指標に着目することで、業務量

の把握が可能になることが示唆された。 
 
 

図３：病棟における適正な人的資源活用 
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